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(57)【要約】
【課題】発信機側電話番号をインターネット検索する、
電話番号検索システムの提供。
【解決手段】発信側電話機１から電話網２を経由して着
信側電話機４に着信があった場合にインターネット検索
部９が着信した発信側電話番号をインターネット３上の
ウェブページや情報等における電話番号として存在する
かインターネット検索し、発信機側電話番号がインター
ネット３上の電話番号として存在する場合には当該電話
番号に関する情報がインターネット検索の結果として表
示部５に表示され、発信機側電話番号がインターネット
３上の電話番号として存在しなければ当該電話番号の存
在しないことに関する情報がインターネット検索の結果
として表示部５に表示され、着信側電話機４の利用者が
表示部５に表示されたインターネット検索の結果を見て
発信側電話機１と通信を行うかを判断することができる
。インターネット検索部９を小型基地局に設けることも
考えられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発信側電話機と電話網とインターネットと着信側電話機とを備えた電話番号検索システ
ムであって、前記着信側電話機にはインターネット検索部と表示部とが設けられ、前記発
信側電話機から前記電話網を経由して前記着信側電話機に着信があった場合に前記インタ
ーネット検索部が前記発信側電話機の電話番号としての発信機側電話番号をインターネッ
ト検索しそのインターネット検索の結果を前記表示部に表示させることを特徴とする電話
番号検索システム。
【請求項２】
　発信側電話機と電話網とインターネットと着信側電話機とを備えた電話番号検索システ
ムであって、前記着信側電話機にはインターネット検索部と表示部と電話番号判断部と電
話帳記憶部とが設けられ、前記発信側電話機から前記電話網を経由して前記着信側電話機
に着信があった場合に、前記電話番号判断部が前記発信側電話機の電話番号としての発信
機側電話番号を前記電話帳記憶部に存在するか判断し、前記発信機側電話番号が前記電話
帳記憶部に存在する場合は前記電話番号判断部が前記電話帳記憶部に記載された前記発信
機側電話番号に関する情報を前記表示部に表示させ、前記発信機側電話番号が前記電話帳
記憶部に存在しない場合は前記インターネット検索部が前記発信機側電話番号をインター
ネット検索しそのインターネット検索の結果を前記表示部に表示させることを特徴とする
電話番号検索システム。
【請求項３】
　発信側電話機と電話網とインターネットと着信側電話機とを備えた電話番号検索システ
ムであって、前記着信側電話機にはインターネット検索部と表示部と電話番号判断部と電
話帳記憶部と着信拒否記憶部とが設けられ、前記発信側電話機から前記電話網を経由して
前記着信側電話機に着信があった場合に、前記電話番号判断部が前記発信側電話機の電話
番号としての発信機側電話番号を前記電話帳記憶部又は前記着信拒否記憶部に存在するか
判断し、前記発信機側電話番号が前記電話帳記憶部に存在した時は前記電話番号判断部が
前記電話帳記憶部に記載された前記発信機側電話番号に関する情報を前記表示部に表示さ
せ、前記発信機側電話番号が前記着信拒否記憶部に存在した時は前記電話番号判断部が前
記着信拒否記憶部に記載された着信拒否電話番号に関する情報を前記表示部に表示させ、
前記発信機側電話番号が前記電話帳記憶部及び前記着信拒否記憶部のどちらにも存在しな
い時は前記インターネット検索部がインターネット検索しそのインターネット検索の結果
を前記表示部に表示させることを特徴とする電話番号検索システム。
【請求項４】
　発信側電話機と電話網とインターネットと着信側電話機と小型基地局とを備えた電話番
号検索システムであって、前記小型基地局にはインターネット検索部が設けられ、前記着
信側電話機には表示部が設けられ、前記発信側電話機が前記着信側電話機の電話番号とし
ての着信機側電話番号と前記発信側電話機の電話番号としての発信機側電話番号とを発信
し、前記着信機側電話番号及び前記発信機側電話番号が電話網及びインターネットを経由
して小型基地局に着信すると、前記インターネット検索部が前記発信機側電話番号をイン
ターネット検索しそのインターネット検索の結果を前記着信側電話機に出力して前記表示
部に表示させることを特徴とする電話番号検索システム。
【請求項５】
　発信側電話機と電話網とインターネットと着信側電話機と小型基地局とを備えた電話番
号検索システムであって、前記小型基地局にはインターネット検索部とＳＭＳ通信部とが
設けられ、前記着信側電話機には表示部と無線通信部とが設けられ、前記発信側電話機が
前記着信側電話機の電話番号としての着信機側電話番号と前記発信側電話機の電話番号と
しての発信機側電話番号とを発信し、前記着信機側電話番号及び前記発信機側電話番号が
電話網及びインターネットを経由して小型基地局に着信すると、前記インターネット検索
部が前記発信機側電話番号をインターネット検索し、前記ＳＭＳ通信部が前記インターネ
ット検索の結果をＳＭＳで前記着信側電話機に送信し、無線通信部が受信したＳＭＳを表
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示部に表示させることを特徴とする電話番号検索システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発信機側電話番号をインターネット検索する、電話番号検索システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　図５に示した非特許文献１で開示された迷惑電話監視システムは、発信側電話機１０１
の電話番号としての発信機側電話番号が着信側電話機１０２と通話網１０３との間に設け
られた迷惑電話監視装置１０４に着信すると、迷惑電話監視装置１０４が発信機側電話番
号をＬＡＮ１０５経由で迷惑電話管理装置１０６に送信し、発信機側電話番号が迷惑電話
番号リスト１０７に存在するかを迷惑電話管理装置１０６が検索し、その検索結果を迷惑
電話管理装置１０６がＬＡＮ１０５経由で迷惑電話監視装置１０４に返信し、発信機側電
話番号が迷惑電話番号リスト１０７に存在すると、迷惑電話監視装置１０４が発信側電話
機１０１と着信側電話機１０２とを接続しないようになっている。しかしながら、非特許
文献１で開示された迷惑電話監視システムは、迷惑電話番号リスト１０７を迷惑電話管理
装置１０６で管理する必要がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】“迷惑電話チェッカー｜その他の製品｜Ｙ！Ｍｏｂｉｌｅ“［ｏｎｌｉ
ｎｅ］、［平成２８年４月２８日検索］インターネット＜URL　http://www.ymobile.jp/l
ineup/wx/07a/＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上記背景技術に鑑みてなされたものであり、発信機側電話番号をインターネ
ット検索する、電話番号検索システムの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、発信側電話機と電話網とインターネットと着信側電話機とを備えた電話番号
検索システムであって、前記着信側電話機にはインターネット検索部と表示部とが設けら
れ、前記発信側電話機から前記電話網を経由して前記着信側電話機に着信があった場合に
前記インターネット検索部が前記発信側電話機の電話番号としての発信機側電話番号をイ
ンターネット検索し、そのインターネット検索の結果を前記表示部に表示させることを特
徴とする。
【０００６】
　又は、本発明は、発信側電話機と電話網とインターネットと着信側電話機とを備えた電
話番号検索システムであって、前記着信側電話機にはインターネット検索部と表示部と電
話番号判断部と電話帳記憶部とが設けられ、前記発信側電話機から前記電話網を経由して
前記着信側電話機に着信があった場合に、前記電話番号判断部が前記発信側電話機の電話
番号としての発信機側電話番号を前記電話帳記憶部に存在するか判断し、前記発信機側電
話番号が前記電話帳記憶部に存在する場合は前記電話番号判断部が前記電話帳記憶部に記
載された前記発信機側電話番号に関する情報を前記表示部に表示させ、前記発信機側電話
番号が前記電話帳記憶部に存在しない場合は前記インターネット検索部が前記発信機側電
話番号をインターネット検索しそのインターネット検索の結果を前記表示部に表示させる
ことを特徴とする。
【０００７】
　又は、本発明は、発信側電話機と電話網とインターネットと着信側電話機とを備えた電
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話番号検索システムであって、前記着信側電話機にはインターネット検索部と表示部と電
話番号判断部と電話帳記憶部と着信拒否記憶部とが設けられ、前記発信側電話機から前記
電話網を経由して前記着信側電話機に着信があった場合に、前記電話番号判断部が前記発
信側電話機の電話番号としての発信機側電話番号を前記電話帳記憶部又は前記着信拒否記
憶部に存在するか判断し、前記発信機側電話番号が前記電話帳記憶部に存在した時は前記
電話番号判断部が前記電話帳記憶部に記載された前記発信機側電話番号に関する情報を前
記表示部に表示させ、前記発信機側電話番号が前記着信拒否記憶部に存在した時は前記電
話番号判断部が前記着信拒否記憶部に記載された着信拒否電話番号に関する情報を前記表
示部に表示させ、前記発信機側電話番号が前記電話帳記憶部及び前記着信拒否記憶部のど
ちらにも存在しない時は前記インターネット検索部がインターネット検索しそのインター
ネット検索の結果を前記表示部に表示させることを特徴とする。
【０００８】
　又は、本発明は、発信側電話機と電話網とインターネットと着信側電話機と小型基地局
とを備えた電話番号検索システムであって、前記小型基地局にはインターネット検索部が
設けられ、前記着信側電話機には表示部が設けられ、前記発信側電話機が前記着信側電話
機の電話番号としての着信機側電話番号と前記発信側電話機の電話番号としての発信機側
電話番号とを発信し、前記着信機側電話番号及び前記発信機側電話番号が電話網及びイン
ターネットを経由して小型基地局に着信すると、前記インターネット検索部が前記発信機
側電話番号をインターネット検索しそのインターネット検索の結果を前記着信側電話機に
出力して前記表示部に表示させることを特徴とする。
【０００９】
　又は、本発明は、発信側電話機と電話網とインターネットと着信側電話機と小型基地局
とを備えた電話番号検索システムであって、前記小型基地局にはインターネット検索部と
ＳＭＳ通信部とが設けられ、前記着信側電話機には表示部と無線通信部とが設けられ、前
記発信側電話機が前記着信側電話機の電話番号としての着信機側電話番号と前記発信側電
話機の電話番号としての発信機側電話番号とを発信し、前記着信機側電話番号及び前記発
信機側電話番号が電話網及びインターネットを経由して小型基地局に着信すると、前記イ
ンターネット検索部が前記発信機側電話番号をインターネット検索し、前記ＳＭＳ通信部
が前記インターネット検索の結果をＳＭＳで前記着信側電話機に送信し、無線通信部が受
信したＳＭＳを表示部に表示させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、着信側電話機又は小型基地局に設けられたインターネット検索部が発信機側
電話番号をインターネット検索するので、非特許文献１で開示された迷惑電話監視システ
ムにおける迷惑電話管理装置等のビッグデータを記憶する装置が不要であるという効果が
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】発明を実施するための形態１に係る電話番号検索システムを示したブロック図。
【図２】発明を実施するための形態１に係る電話番号検索システムの処理を示したフロー
チャート。
【図３】発明を実施するための形態２に係る電話番号検索システムを示したブロック図。
【図４】発明を実施するための形態２に係る電話番号検索システムの処理を示したフロー
チャート。
【図５】非特許文献１で開示された電話番号検索システムを示したブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１を用いて、発明を実施するための形態１に係る電話番号検索システムについて説明
する。図１に示した発明を実施するための形態１に係る電話番号検索システムは、発信側
電話機１、電話網２、インターネット３、着信側電話機４を備える。着信側電話機４には
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、表示部５、制御部６、通話機能部７、電話番号判断部８、インターネット検索部９、記
憶部１０が設けられる。通話機能部７、電話番号判断部８、インターネット検索部９は、
着信側電話機４に搭載された制御部６に設けられたコンピュータの処理で具現化される。
【００１３】
　記憶部１０には電話帳記憶部１１及び着信拒否記憶部１２が設けられる。電話帳記憶部
１１には、着信側電話機４の利用者に関係の有る着信可能な電話番号や当該電話番号の所
有者の住所や氏名等の情報が当該利用者による着信側電話機４における操作部の操作で記
憶されている。着信拒否記憶部１２には、着信側電話機４の利用者が着信拒否を行う電話
番号としての着信拒否電話番号が当該利用者による着信側電話機４における操作部の操作
で記憶されている。
【００１４】
　図１に示した電話番号検索システムによれば、発信側電話機１から電話網２を経由して
着信側電話機４に着信があった場合に、電話番号判断部８は制御部６のコンピュータによ
るアプリケーションプログラムに基づく動作により着信した発信側電話機１の電話番号と
しての発信機側電話番号が電話帳記憶部１１又は着信拒否記憶部１２に存在するか判断す
る。
【００１５】
　発信機側電話番号が電話帳記憶部１１に存在した時は電話番号判断部８が電話帳記憶部
１１に記載された発信機側電話番号に関する情報を表示部５に表示させる。よって、着信
側電話機４の利用者が表示部５に表示された電話帳記憶部１１に記載された発信機側電話
番号に関する情報を見て発信側電話機１と安心して通信を行うことができる。発信機側電
話番号が着信拒否記憶部１２に存在した時は電話番号判断部８が着信拒否記憶部１２に記
載された着信拒否電話番号に関する情報を表示部５に表示させる。よって、着信側電話機
４の利用者が表示部５に表示された着信拒否記憶部１２に記載された着信拒否電話番号に
関する情報に関する情報を見て発信側電話機１と通信を行わないようにすることができる
。
【００１６】
　又、発信機側電話番号が電話帳記憶部１１及び着信拒否記憶部１２のどちらにも存在し
ない時は、インターネット検索部９が制御部６のコンピュータによるアプリケーションプ
ログラムに基づく動作により電話網２の一部を経由するか又は電話網２の一部も経由しな
いでインターネット検索し、インターネット検索部９が前記インターネット検索の結果を
表示部５に表示させる。
【００１７】
　前記のように表示部５に表示された発信機側電話番号に関する情報又は着信拒否電話番
号に関する情報又はインターネット検索の結果を着信側電話機４の利用者が確認し、当該
利用者が着信電話機の図示をしないフック部をオフフック操作するかしないかを判断する
。そして、前記利用者がフック部をオフフック操作すると、通話機能部７が制御部６のコ
ンピュータによるアプリケーションプログラムに基づく動作により電話網２を経由して発
信側電話機１に通信可能に接続し、発信側電話機１と着信側電話機４とが互いに接続され
る。
【００１８】
　以上のように図１に示した電話番号検索システムにおける着信側電話機４には、インタ
ーネット３上で目的とするウェブページや情報などを検索するインターネット検索部９が
設けられているので、非特許文献１で開示された迷惑電話監視システムにおける迷惑電話
管理装置等のビッグデータを記憶する装置が不要で、インターネット検索部９が着信した
発信側電話番号をインターネット３上のウェブページや情報等における電話番号として存
在するかインターネット検索し、発信機側電話番号がインターネット３上の電話番号とし
て存在する場合には当該電話番号に関する情報がインターネット検索の結果として表示部
５に表示され、発信機側電話番号がインターネット３上の電話番号として存在しなければ
当該電話番号の存在しないことに関する情報がインターネット検索の結果として表示部５
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に表示される。よって、着信側電話機４の利用者が表示部５に表示されたインターネット
検索の結果を見て発信側電話機１と通信を行うかを判断することができる。
【００１９】
　尚、図１において、着信側電話機４から電話番号判断部８、電話帳記憶部１１、着信拒
否記憶部１２を削除した場合でも適用可能である。即ち、着信側電話機４に表示部５と制
御部６と通話機能部７とインターネット検索部９とが設けられ、発信側電話機１から電話
網２を経由して着信側電話機４に着信があった場合に、インターネット検索部９が発信機
側電話番号をインターネット検索しそのインターネット検索の結果を表示部５に表示させ
る場合でも適用可能である。
【００２０】
　又、図１において、着信側電話機４から着信拒否記憶部１２を削除した場合でも適用可
能である。即ち、着信側電話機４に表示部５と制御部６と通話機能部７と電話番号判断部
８とインターネット検索部９と電話帳記憶部１１とが設けられ、発信側電話機１から電話
網２を経由して着信側電話機４に着信があった場合に、電話番号判断部８が発信機側電話
番号を電話帳記憶部１１に存在するか判断し、発信機側電話番号が電話帳記憶部１１に存
在する場合は電話番号判断部８が電話帳記憶部１１に記載された発信機側電話番号に関す
る情報を表示部５に表示させ、発信機側電話番号が電話帳記憶部１１に存在しない場合は
インターネット検索部９が発信機側電話番号をインターネット検索しそのインターネット
検索の結果を表示部５に表示させる場合でも適用可能である。
【００２１】
　図２を用いて、発明を実施するための形態１に係る着信側電話機４での発信機側電話番
号を検索する処理について説明する。先ず、ステップ２０１では発信側電話機１から着信
側電話機４に着信があるかを判断する。発信側電話機１から着信側電話機４に着信がなけ
れば、ステップ２０１がＮＯとなり、ステップ２０１に戻る。発信側電話機１から着信側
電話機４に着信があると、ステップ２０１がＹＥＳとなり、ステップ２０２に進む。
【００２２】
　ステップ２０２では、発信側電話機１から着信側電話機４に着信した発信機側電話番号
が電話帳記憶部１１に存在するかを判断する。発信機側電話番号が電話帳記憶部１１に存
在すれば、ステップ２０２がＹＥＳとなり、ステップ２０３に進む。
【００２３】
　ステップ２０３では、電話帳記憶部１１に記載されている発信機側電話番号に関する情
報が着信側電話機４の表示部５に表示される。ステップ２０２の判断において、発信機側
電話番号が電話帳記憶部１１に存在しなければ、ステップ２０２がＮＯとなり、ステップ
２０４に進む。
【００２４】
　ステップ２０４では、発信機側電話番号が着信拒否番号かを判断する。発信機側電話番
号が着信拒否記憶部１２に存在すれば、ステップ２０４がＹＥＳとなり、ステップ２０５
に進む。ステップ２０５では、発信機側電話番号が着信拒否番号であることを表示部５に
表示する。ステップ２０４の判断において、発信機側電話番号が着信拒否記憶部１２に存
在しなければ、ステップ２０４がＮＯとなり、ステップ２０６に進む。ステップ２０６で
は、発信機側電話番号をインターネット検索し、その結果を表示部５に表示する。
【００２５】
　図３を用いて、発明を実施するための形態２に係る電話番号検索システムについて説明
する。図３に示した発明を実施するための形態２に係る電話番号検索システムは、フェム
トセルや無線ＬＡＮスポット等の電波出力の小さな小型基地局１５で発信機側電話番号を
インターネット検索することが、図１に示した電話番号検索システムと相違する。小型基
地局１５は、ブロードバンド回線等の回線でインターネット３に接続され、着信側電話機
４と無線通信可能に接続される。小型基地局１５には、インターネット検索部９及びＳＭ
Ｓ通信部１６が設けられる。インターネット検索部９及びＳＭＳ通信部１６は、小型基地
局１５に搭載されたコンピュータの処理で具現化される。着信側電話機４には、表示部５
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、制御部６、無線通信部１７が設けられる。
【００２６】
　図３に示した電話番号検索システムによれば、発信側電話機１が着信側電話機４の電話
番号としての着信機側電話番号と発信機側電話番号とを発信し、着信機側電話番号及び発
信機側電話番号が電話網２及びインターネット３を経由して小型基地局１５に着信すると
、インターネット検索部９が発信機側電話番号をインターネット検索し、その検索結果を
インターネット検索部９がＳＭＳ通信部１６に転送し、ＳＭＳ通信部１６がインターネッ
ト検索の結果を無線通信でショートメッセージサービス（ショートメッセージサービスの
略語はＳＭＳと表記する）で着信側電話機４に送信する。着信側電話機４では、無線通信
部１７が着信側電話機４に送信されたＳＭＳを受信し、無線通信部１７が受信したＳＭＳ
を表示部５に表示させる。
【００２７】
　以上のように図３に示した電話番号検索システムにおける小型基地局１５には、インタ
ーネット検索部９が設けられているので、非特許文献１で開示された迷惑電話監視システ
ムにおける迷惑電話管理装置等のビッグデータを記憶する装置が不要で、インターネット
検索部９が発信機側電話番号をインターネット３上のウェブページや情報等における電話
番号として存在するかをインターネット検索し、ＳＭＳ通信部１６がインターネット検索
の結果を無線通信によるＳＭＳで着信側電話機４に送信するので、発信機側電話番号がイ
ンターネット３上の電話番号として存在する場合には当該電話番号に関する情報がインタ
ーネット検索の結果としてＳＭＳで表示部５に表示され、発信機側電話番号がインターネ
ット３上の電話番号として存在しなければ当該電話番号の存在しないことに関する情報が
インターネット検索の結果としてＳＭＳで表示部５に表示される。よって、着信側電話機
４の利用者が表示部５にＳＭＳで表示されたインターネット検索の結果を見て発信側電話
機１と通信を行うかを判断することができる。
【００２８】
　尚、図３において、小型基地局１５からＳＭＳ通信部１６を削除した場合でも適用可能
である。即ち、小型基地局１５にインターネット検索部９が設けられ、発信側電話機１か
ら電話網２及びインターネット３を経由して小型基地局１５に着信があった場合に、イン
ターネット検索部９が発信側電話番号をインターネット検索しそのインターネット検索の
結果を無線通信で着信側電話機４に出力して表示部５に表示させる場合でも適用可能であ
る。
【００２９】
　図４を用いて、発明を実施するための形態２に係る小型基地局１５での発信機側電話番
号を検索する処理について説明する。先ず、ステップ４０１では発信側電話機から小型基
地局１５に発信機側電話番号及び着信機側電話番号の着信があるかを判断する。着信がな
ければ、ステップ４０１がＮＯとなり、ステップ４０１に戻る。着信があると、ステップ
４０１がＹＥＳとなり、ステップ４０２に進む。
【００３０】
　ステップ４０２では、発信側電話機１から小型基地局１５に着信した発信機側電話番号
をインターネット検索し、その結果をＳＭＳで着信側電話機４に無線通信し、ステップ４
０４に進む。ステップ４０４では、着信側電話機４が表示部５にＳＭＳを表示する。
【００３１】
　前記発明を実施するための形態１，２において、インターネット検索は、着信があった
場合に直ちに行う他、着信による呼び出しが一定時間経過した場合、又は、呼び出しに応
答しなかった場合に行ってもよい。又、インターネット検索の結果は、呼び出し中又は呼
び出し終了後に表示すればよい。尚、インターネット検索を呼び出しがあった場合に直ち
に行い、その結果を呼び出し中に表示すれば、着信側電話機４の利用者が呼び出しに応答
するか否かを判断できる。又、インターネット検索の結果、発信機側電話番号の該当がな
い場合は着信時刻を表示してもよい。又、ＩＰ電話でも適用可能である。
【符号の説明】
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【００３２】
１　　発信側電話機
２　　電話網
３　　インターネット
４　　着信側電話機
５　　表示部
６　　制御部
７　　通話機能部
８　　電話番号判断部
９　　インターネット検索部
１０　記憶部
１１　電話帳記憶部
１２　着信拒否記憶部
１５　小型基地局
１６　ＳＭＳ通信部
１７　無線通信部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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